
大分県

事業経緯

事業の流れ

路線概要

昭和36年12月 都市計画決定

平成25年11月 大分県事業評価監視委員会

 答申（事前評価）

 【事業化決定】

平成26年10月 都市計画変更

平成27年３月 事業認可取得

平成28年４月 用地買収着手

平成30年８月 大分県事業評価監視員会

 答申（再評価）

 【無電柱化事業 事業化決定】

都市計画道路名：３.４.19号　古国府木ノ上線

事業区間：起点 大分市大字上宗方

　　　　　終点 大分市大字市

事業延長：L=1,665m

道路幅員：４車線区間 W=26.0m

　　　　　２車線区間 W=20.5m

道路規格：第４種第１級

設計速度：50km/h

事業期間：平成26年度～令和６年度

■お問い合わせ先■

大分県大分土木事務所
〒870-0905　大分市向原西１丁目４番２号

Tel. 097-558-2141㈹　Fax. 097-558-2041

事
業
着
手

路
線
測
量

道
路
詳
細
設
計

設
計
の
説
明

用
地
測
量
（
境
界
確
認
等
）

土
地
や
建
物
の
調
査

用
地
補
償
交
渉
及
び
契
約

工
　
事

完
成
・
開
通

▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

一般国道442号

宗方拡幅

宗
方
拡
幅
の
位
置 大分雄城台

高校

新生支援学校

稙田

中学校

稙田

小学校

稙田西

中学校

雄城台団地

七瀬川

宗方

小学校
松が丘団地

宗方団地
明磧橋

二豊団地

椿ヶ丘団地
萌葱台団地

至 

野
津
原

至 由布市

至 

大
分
市
街
地

大
分
川

東
九
州
自
動
車
道

終
点

起
点

宗方拡幅　Ｌ=1,665m

ト
キ

ハ
わ

さ
だ

タ
ウ

ン

事業区間

国　　道

県　　道

高速道路



４車線区間

延長 235m

松が丘団地

入口

上宗方
宗方団地

入口

二豊団地

入口

２車線区間

延長 1,430m

一般国道 442 号　宗方拡幅　延長 1,665m

至
大
分
市
街

至
野
津
原

（
自
）
大
分
市
大
字
上
宗
方

（
至
）
大
分
市
大
字
市

下芹

萌葱台団地

入口

期待される整備効果
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事業計画図

無電柱化の推進

　電柱が無くなることで、地震・台風などの災害時に電柱の倒壊によ

り道路がふさがれる恐れが無くなります。災害時の輸送路が確保で

き、救助や復旧がスムーズに進められます。

　また、電柱や電線が無くなることで、まちの景観の向上が期待され

ます。

　宗方地区では「バスの停留時」、「交差点部の右折待ち」、「店舗出入口での滞

留」による渋滞が多く見られます。

　宗方拡幅の整備により「バス停車帯」、「右折レーン」、「ゼブラゾーン」を整

備することで渋滞の原因となる問題を解決し、渋滞の緩和を図ります。

▲右折待ち車両による直進車の阻害状況

　自転車が通行可能な自転車道を整備

し、歩行者と自転車の通行空間を分離し

ます。学生をはじめとした自転車・歩行

者の快適性・安全性が向上します。

▲バス停留時の後続車のはみ出し状況 ▲幅が狭く、１人しか通行できない歩道

▼４車線区間
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▼２車線区間 ▼バス停車帯設置区間

渋滞の緩和

計画断面図

安全な歩行者・自転車空間の確保 防災機能の強化
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自転車道とは

自転車の通行用に縁石など工作物により分

離されて設けられた通行空間です。自転車

は左側通行による双方向通行が可能です。
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４車線区間の通行事例
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